
 

Ⅳ．計画の評価方法の検討 

 ＜ポイント＞ 

１．評価の枠組み 

○ 計画の進捗状況を点検・評価するため、個別事業（数値目標を設定した個別事業のアウ

トプット等）に加え、個別事業を束ねた施策レベル、計画全体の評価も実施することが

望ましい。 
○ 利用者の視点に立った評価指標を設定し、点検・評価を行い、施策の改善につなげてい

くことが望まれる。そうすることで、これまでの PDCA サイクル（計画－実施－評価－

改善検討）の実効性をさらに高める。 
○ 個別事業を実施し、どの段階まで成果が実現していたのかを分析するため、成果を段階

的に補足する評価指標として、例えば、「認知度→利用度→達成度（成果指標等）」を設

定する。 
○ 計画実施前の実績（ベースライン）及び実施後の実績を把握し、後期行動計画を評価す

ることが望ましい。また、後期行動計画の評価方法に基づき、前期行動計画についても

評価することができる場合は、前期行動計画の評価も行い、後期行動計画の策定に活用

することが期待される。 
 

２．評価指標例、評価方法例（具体的な評価方法の説明） 

○ 「１．評価の枠組み」の考え方に基づく具体的な評価指標例、評価方法例を提示する。 
○ 既存統計データについては、可能な限り収集し、利用者の視点に立った評価指標と統計

データの両方の実績を把握し、点検・評価することが望ましい。 
○利用者の視点に立った施策レベルの成果指標については、意識調査や利用者等に対する 
グループインタビュー等を通じて、実績を把握する方法が考えられる。 

 

３．自治体独自の評価指標、評価方法の検討 

○ 評価指標、評価方法例を基に点検・評価を行うことが望ましいが、「１．評価の枠組み」

に沿った考え方に基づくものであれば、各自治体独自の評価を行うことも可能である。

ただし、施策レベルの『地域における子育ての支援』『職業生活と家庭生活との両立の推

進』については、自治体の取組比較が可能となるような共通の指標を設定することが望

ましい。 
○ 自治体独自の評価指標、評価方法については、「利用者の視点に立ち」、「計画の PDCA サ

イクルの実効性を高める」といった視点から、地域住民や子育て支援関係者等の意見を

踏まえて検討する。 
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